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（２）これまでの自転車走行環境整備の取組 

目黒区では、交通安全施設として自転車ストップマークや自転車ナビマーク等の整

備を行っています。 

■区道の交通安全施設の整備状況（平成２８年度末現在） 

種 別 単位 整備状況 

歩道（道路延長） ｍ 38,221 

防護柵（設置延長） ｍ 33,421 

道路標識 箇所 298 

通学路標識 箇所 808 

カーブミラー（鏡面数） 箇所 2,492 

街路灯 箇所 11,412 

視覚障害者誘導用ブロック 箇所 1,489 

自転車ストップマーク 箇所 2,214 

自転車ナビマーク（道路延長・区施工分） ｍ 1,160 

 

＜自転車ストップマーク＞        ＜自転車ナビマーク＞ 
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区内では、都道や区道、緑道において、自転車レーン（または自転車専用通行帯）

や自転車歩行者道などの自転車走行環境が整備されています。 

■区道における自転車走行環境整備状況 

区内における自転車走行環境整備状況（平成 29 年 3 月末時点） 

No. 整備形態 路線名 設置箇所 
整備 
主体 

整備年度 延長(ｍ) 

① 自転車専用通行帯 
目黒川 
緑道 

目黒区大橋二丁目
23 番先～24 番先 

目黒区 平成 20年度 120  

② 自転車専用通行帯 呑川緑道 
目黒区大岡山二丁
目 9 番先～緑が丘
三丁目 1番先 

目黒区 平成 23年度 290  

③ 自転車ナビマーク 目黒区道 
目黒区碑文谷五丁
目26番先～6番先 

目黒区 平成 25年度 470  

④ 自転車ナビマーク 
新茶屋 
坂通り 

渋谷区恵比寿南二
丁目 29 番先～目
黒二丁目 15 番先 

目黒区 
平成 27年度 
平成 28年度 

690 

 目黒区整備延長 1,570 

⑤ 自転車ナビマーク 目黒区道 都立大学駅付近 警視庁 平成 26年度 3,270  

⑥ 自転車ナビマーク 環七通り 
区内の環七通り 
全区間 

警視庁 平成 28年度 
2,670 

（計測値） 

 警視庁整備延長 5,940 

⑦ 
自転車レーン 

(自転車専用通行帯) 
淡島通り 

目黒区駒場一丁目
4 番先～大橋二丁
目 19 番先 

東京都 平成 28年度 800 

⑧ 
自転車 
歩行者道 

山手通り 

目黒区大橋二丁目
1 番先～青葉台 4
丁目 9番先 

東京都 

平成 27年度 
240 

（計測値） 

目黒区中目黒二丁
目 9 番先～目黒 3
丁目 1番先 

平成 26年度 
690 

（計測値） 

 

東京都整備延長 1,730 

総整備延長 9,240 
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■自転車走行環境整備状況図  

③ 自転車ナビマーク 

⑧ 自転車歩行者道 

 

 

写 真 

 

⑥ 自転車ナビマーク 

 

 

写 真 

 

⑤ 自転車ナビマーク 

② 自転車専用通行帯 

④ 自転車ナビマーク 

 

 

写 真 

 

駒場東大前駅 

池尻大橋駅 

中目黒駅 

目黒駅 

都立大学駅 

洗足駅 

学芸大学駅 

⑦ 自転車レーン 

（自転車専用通行帯） 

 

 

写 真 

 

① 自転車専用通行帯 

祐天寺駅 

緑が丘駅 
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（３）近年の自転車施策に関する動向 

ア.自転車関連の法令に関する経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜昭和 40年代＞ 

・自動車交通の増加により自動車の交通事故が急増 

 

・自転車歩行車道の整備等による自転車と自動車の分離を推進 
→自転車乗車中の事故死傷者は大幅に減少したものの、自転車は車両という意識の希薄
化により、歩道上等での危険な自転車利用が急増し、自転車対歩行者の事故への対応
が課題となる。 

 

＜平成 23年 10 月＞ 

・警察庁は「良好な自転車交通秩序の実現のための総合対策の推進について」により、

自転車は「車両」であることの徹底を基本的な考え方とし、「車道を通行する自転車」

と「歩道を通行する歩行者」の双方の安全を確保するため、通行環境の確立やルール

の周知と自転車安全教室の推進等、関係機関・団体等と連携しつつ、実効が上がるよ

う効果的な対策の推進について通達 

 

 

＜昭和 45年＞ 

・道路交通法の改正により、自転車の歩道通行を可能とする交通規制を導入 

 

＜平成 20年 6月＞ 

・改めて道路交通法が改正され、自転車の車道通行を基本とし、普通自転車の歩道通行可

能要件を明確化 

＜平成 24年 11 月＞ 

・国土交通省及び警察庁により、自転車ネットワーク計画の作成手順や自転車通行空間の

設計等を示した「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」を策定 

＜平成 28年 7月＞ 

・自転車の安全で快適な利用環境を創出する取組をさらに推進するため、「安全で快適な

自転車利用環境創出ガイドライン」を一部改定 

＜平成 29年 5月＞ 

・国土交通省により、自転車活用の推進に関する施策を基本とした、「自転車活用推進法」

を施行 

→その中の基本理念として、良好な自転車交通網を形成するため自転車専用道路や自転

車専用車両通行帯等の整備について、実施すべき施策とし掲げている。 
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イ. 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省・警察庁） 

安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインは、「安全で快適な自転車利用環境

の創出に向けた検討委員会」からの提言を受け、国土交通省と警察庁により、平成

24 年 11 月に策定（平成 28 年 7 月に一部改定）されました。自転車ネットワーク計

画策定並びに自転車通行空間の整備をあわせ、道路利用者に自転車の通行ルールを徹

底するなど、ハード・ソフトの両面から幅広い取組みが行われるよう、自転車利用環

境整備に関する関係機関と連携し、実施すべき事項について記載しています。 

また、自転車ネットワーク計画の基本方針や計画目標に応じて選定された路線を対

象として、安全で快適な自転車利用環境を創出するための実務的な検討事項等につい

て標準的な考え方を取りまとめています。 

 

■改定経緯 

■自転車ネットワーク計画策定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年１１月 国土交通省及び警察庁 

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」策定 

平成２４年１１月 国土交通省及び警察庁 

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」策定 

平成２４年１１月 国土交通省及び警察庁 

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」策定 

平成２６年１２月  

「安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」の設立（平成２８年２月まで７回開催） 

平成２８年３月 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 

「『自転車ネットワーク計画策定の早期進展』と『安全な自転車通行空間の早期確保』に向けた提言」提出 

平成２８年７月 国土交通省及び警察庁 

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」一部改定 

平成２４年１１月 国土交通省及び警察庁 

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」策定 

平成２６年１２月  

「安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」の設立（平成２８年２月まで７回開催） 

平成２８年３月 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 

「『自転車ネットワーク計画策定の早期進展』と『安全な自転車通行空間の早期確保』に向けた提言」提出 

平成２８年７月 国土交通省及び警察庁 

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」一部改定 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン 

 




